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る電子プラズマ波には 2 種類のモードが存在し，増大率にはモード iとより差異がある乙とを示 Lている。
(5) ポンプ源としてマイクロ・アンデュレータを用いる乙とにより，サブミリ波領域で中程度の出力の得
られる非常に小型のラマン型自由電子レーザの設計が可能であることを示している。
以上のように，本論文は誘電体を装荷した自由電子レーザの発振機構に関して，いくつかの新しい知見
を与えており，電磁波工学の発展に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は，博士論文として価値ある
ものと認める。
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